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巻頭対談 イノベー シ ョンの鍵 を さぐる
石田名 香雄(東 北 イ ンテ リジ ェン ト ・コスモ ス構想推進協議 会会長 、元 東北大学学長)
あんな楽 しいワー クシ ョップ始 めてだ った よ(石 田)
【石田】6月 の八幡平 での地域科学技術政策の国際 ワー クシ ョップ
とウチも主催 団体 にな った地元主催の国際 フ ォー ラム 。あれは非常
に楽 しか った。都会の いか にも作 られた環 境の中 にお座敷芸者 のよ
うに招か れるの と違 って(笑)、 わずか3日 間かそ こらだけど 、あ
んなに簡単 に外 国人 と親 しくなれ たのは始 めてだ った。き っと、権
田先生の作 った しくみが 良か ったか らだね 。
【権 田第2研 究 グループ総括主任 研究官 】あ りが とうござい ます 。
【石 田】 あれ に参加 してみて実感 した ことを2っ い うと、一つ は、
東北 の裏 うちには 「学 」がある とい うこと。も う一つ は、アメ リカ
か らの参加者 とのデ ィス カッシ ョンで感 じたこ となん だけど、 日本
の学 はまだ子供 っぽい とい うこと。アメ リカの彼 のい うBigCompany招致 による雇用創出政策 に くみ
す る気 持ちはさ らさ らないけど、日本の大学 はやは り子供 っぽいんだよ
ね 。
大学 は着 実に変わ ってきて ますよ 、少 しずつだ けどね(石 田)
【権 田】今 、産学協 同が盛ん にな って きていますが 、研究費不足 を補 う
ために産業界か ら資金提供 を受ける 、研 究成果 としてペーパー は出す け
れ ど も、それ をきちん と評価する人 がいない 、その結果 、大学 として研
究 の質 を問 うので はな く、資金集 め とペ ーパー数 の確保 に違進ず る傾 向
が 出て くる。こん な実態が今の 日本 の大学 にはあるよ うに思われ ますが 。
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【石田〕そ りゃ、産学 協同も身売 り的 にな っち ゃだめよ 。研究 の質 のマネジメ ン トとい う点で は、
B本 の大学は まだできていない。だけど、自分 を見失わない人 もい るし、現 に大学 も少 しづっ変わ
って きて る面 もある 、 しかも着実 にね 。私 はそ ちらに着 目したい と思 ってる 。
【権田〕石田先 生が学 長の時代 には 、 「大学へ 出て くるのが好 きにな りま したよ」なん ていう先生
が増えた とい う話をお 聞 きしたこ ともあ るのですが 、先生のご経験 か らその変わ った という例 を教
えていただけ ませ んか。
【石田】私の時代 とい う風に限定 的 に言わ ないで くだ さいよ 。他の時代が 良くないみた いに聞 こえ
ますか らね(笑)。 私 が した ことで言 うと、TURNs(タンーズ:TohokuUniversityResearchNetworks)
とい うのがあ ってね 。研究の節 目、変 曲点 を探 ろうとい う意図で ター ンなんだけど 、学部 にまたが
って 、相互 に関連のある研究 を行 っている研究者 のグループを作 ったわけ。30くらいね 。や ってみ
てわか ったんだけ ど、ある15人のグループで 、そのうちの3人 がお互いの研究業績 を全 く知 らない
という事実がわか った こともあ りましたよ。
〔権 田】 自分のペーパ ーを出す ことだけに集 中 していた とい うことですね。
【石 田】TURNsというのは、学会や っちゃダメ 、シンポジウムや っち ゃダメ 、飲んで話をするだけ っ
てヤツな んだけれ ど、そんな中か ら、回遊魚 のサケや渡 り鳥の脳 にある、ある種 の結晶 が方位磁石
の役割 を果 た して いるなんてい う研究成果 が出た りす るわ けです よ。
?
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東北 って不思議 な所なんです ね(権 田)
【権 田】 そう したイノベ イチ ィブ な研究成果が なぜか どんどん 出て くる。私 自身の研究 対象 と して
も関心 を寄せて いるのですが 、東北 とい うところの持 つ不思議 な側面 の1つ だ と思 っているのです
が 。
【石 田】東北の人 は田舎人(い なかび と)で す か らね。他 の人 の真似 は した くない とい う国是 があ
るんだ と思います ね。
【権 田】 研究者 の系譜 という点か らみて も、東 大なんかは著名 な先生が出て も後が続か ない とい う
感 じが しますが 、東北大 の場合 は人がつなが って ます よね 。
【石 田】 その場合 も、元 は東大 というのが多いんだけ ど、何 とい っても 「研究 をする」 とい う風土
の存在が 大 きい 。大学 の類型か らす ると、東大は国家 を担 う人材 を養成す る とい う機能 をその当初
か ら担 って きたけれど も、東北大 は とにか く 「研究を」 という性格 を担 ってきた 。 「街 に何 にもな
くて 、研 究 しかす るこ とが なか ったよ」なんて いう開学 の頃の言葉 が伝わ ってい るけれ ども、 「学
生 に研究 をや らせ るこ とが教育で ある」 とい う哲学や 、日本国内ではな く海外でのみ研 究成果 を発
表す るとい う、特 に初 代の方 に多 い研究 に対す る姿勢 なんかが影響 してるん じゃないか な。
【権 田】東北で もう一 つ不思議 なのは、それだ けイノベ イチ ィブな研究成果が 出てい るにもかかわ
らず 、そのR&Dを活用 した企業がほ とん ど出て こない 。
【石 田】私はよ く 「上 と下があ って 、中が ない」 と言 って るんだけ ど、とにか く企業化 の資金提供








鍵 は社会 的な しくみ とヒ ト(石 田)
【権 田〕石 田先生 の東北 イ ンテ リジ ェン ト・コスモス構想 も
そ うだ と思 うのですが 、 日本各地 の地域 、さらには世 界中の各地域が 、どうすれば継続 的なイ ノベ
ー シ ョンが 引き起 こせ るのか とい う課題 を抱えてお ります 。お っしゃられた企業化 風土 、まさに こ
れをいか にして人為的 に創出す るのか とい うことですが 。
【石 田〕 その鍵 は 、一つ には 、先 ほど来 言 って きているような 、研究マネジメ ン トとか 資金提供 な
どの社会 的 しくみ 、もう一つ重要 なのがつ なぎ屋(イ ンタープ リター)だ ね。
【権 田】研究機関 と産業 とのつな ぎですね 。
【石 田〕私の知 り合い にTさ ん とい う方が いて ね、この人 に西澤先 生の トラ ンジスタの説 明を して
も らうと、スー ツと頭 の中に入 って くるんだ な、これが 。理論 的な理解 という点で は別の人の方が
は るか に正確 に理解 しているよ うだが 、そ の人 の話 を聞いて もわか らない。もう一人 、プ レス発表
の達人 とい うのが私 の ところ にいてね。文系の新聞記者 にはコ レ、理 系の記者 にはコレ、 とスパ ッ
モン
スパ ッとや って くれる。 これが また見事な文章 なんだよ 。
【権田】研究者 とい うのはど うしても視野が狭 くな りがちです か ら、広い視野 をもって 、まさに通
訳 して くれるヒ トの存在 とい うのが重要 にな って くる という訳 ですが 、そ ういう視野 の広い人 とい
うのはも ともと数が少 ないうえに、うま く活躍 で きる しくみが ない 。
【石 田】そ うだ ね。まず 、通訳 、つ なぎの うまい人間 っていうのは 、絶対 に修業 か らは出て こない。
これ も相 当難 しいんだが 、つ なぎ屋は産業 界の リクエ ス トを全部知 ってい なければダメ、 とい う問
題 もある。経験 を積んだ人 を増や してい く必要 があるんだが 、そ うい う人 に場が与 え られていない。
【権 田〕欧米 には、公的 な機関 と して リエゾ ン ・オフ ィスとい ったつなぎの場が整備 されていた り
す るの に 日本 にはどうもそ うい う場が うま く作 られない。
【石 田】加 えて 、つな ぎ屋 に限 らないけれ ど、広 い視野 を持 った人間の方 が損 をす るよ うな しくみ
も今の 日本社会 にはあ る。
【権 田】だ いたい 「ご専門はなんです か」 と聞 いて くる。専門 を絞 っていないよ うな話 でも しよう
ものな ら、 「ち ょっとおか しいん じゃないの」 なんて反応が返 って くる。専門家の方が偉 い という





て 、これ までの科学 はそれ を外側 か ら観察記述 して きたわけですが 、それ を何 とか内側 に飛び込ん
で記述で きない ものか 。部屋 を描 くのにその絵 を描いている自分も含めて描 くと、永遠 にその絵は
完 成 しませんが 、そのよ うな、い わゆ る不 良設 定問題 の発生の危険性 をは らみつつ も、自己言及的
に ・・とい うことなんですが 、今 、そうい う研究課題 に取 り組 もうとして います 。
【石田】近代科学 は基本 的に2元 論で成立 して きたが 、これか らはそれを越 えた研究の展開が 必要
だ ろう。イノベ ーシ ョンにしても、地域開発 に して も同様 。新 しい哲学 に基づか ない といけない 。





1。 最近 の 動 き/CurreRtTopics
○研究 会等/ResearchMeetings
・ 「科 学技術 が人間 ・社会 に及 ぼす影響 に関す る調 査i委員会 」の第2回 会合 を10月13日 に開
催 した。 この委員会 は 、科学技術会議の第18号 答 申を踏まえ 、人間 ・社会 にとって望 ましい科
学技術 の展開方向を明 らかにす るための基礎資料を得 ることを 目的 としてお り、今回 は11月 に
一般国民を対 象 に実施す るア ンケー ト調査の 内容等 にっいて議論 を行った。
・ 「海 洋エネルギー利 用技術 の社会普及 に関す る研究会」 のワーキ ング ・グループの ひとつ と し
て位置付け られてい るもので 、社会 的要請が高い にもかかわ らず 開発 ・普及の進 まない 自然エネ
ルギー利用技術の一 つである海 洋温度差発電 を事例 と して 、地域 開発 コ ンセプ トに基 づ き未利用
エ ネルギーの複合化 、深層 水の有 効利用 などについて フィージビ リテ ィ ・スタデ ィを行 った 。
また 、社会普及の方策 について検討が なされた 。





Dr.AnthonyCox(イギ リス大 使 館 科 学 技 術参 事官)
DuruDumitruPalade(ルー マ ニ ア研 究 技 術 大 臣)
Dr.ThiloGrafBrockdoruff(ベル リ ン 日独 セ ンター 事 務 局 長池)
白 英 鶴(大 韓 民 国 情報 通 信 研 究 管 理 団 長他2名)
Roberts.Hyams(アメ リカ大 使館 一 等 書 記 官)
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日本 にお け る政 府 研究 機 関(TheJapaneseGovernmentLaboratorySystem)


































最も重要な 重要な やや重要な ほとんど重要 任務ではない
































































































































































































































「技術情報 を交換 するため」 に加 え、
「科学者 、技術者 が個 人的満足 を得 るため」 、
「法律 によ り義 務づけ られ ているため」が上位 を占めている 。
紗 研蜘 発に対する臨 これ らか ら、我が 国にお いては技術移転活
障 霧 項 目
卜分 に 訓練 さ れ た科 学 者 及び
ロ 　 み のま ゑ
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10/21～10/29塚本第2調 査研 究グル ープ総括上席研究官
(米国 シカゴ ・科学技術 に対す る公衆理解 に関す る国際会議参加)
昨年10月の東京 におけ る 「科学技術 の理解 と普及お よび教育 に関する国際シ ンポジウム」
(当研究所が主催)に 次 いで行われる この関連 の第2回 目の国際会議 である 。今回は全体
テーマrScience&Democracy」の もとに 「国民は科学技術 にっ いて何 を知 るべ きか 。また、
何 を知 ってい るのか 。」等 について、研究者 、教育者 、博 物館関係者 、マスコ ミ、政府 関
係者等 、様 々な立場 の人達 によ り発表 と議論が行われた 。
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